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報
告

三

武
人
の
物
語
と
現
実
社
会
の
動
き

―
環
流
す
る
虚
構
と
現
実
―

松
浦

智
子

は
じ
め
に

武
人
や
武
事
な
ど
「
武
」
に
関
わ
る
題
材
を
扱
う
物
語
に
は
、
『
三
国
志
演

義
』
や
『
水
滸
伝
』
の
よ
う
に
広
く
読
ま
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響

力
を
持
つ
作
品
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
興
亡
の
歴
史
や
戦
争
、
荒
く

れ
者
た
ち
の
生
き
様
と
い
っ
た
「
武
」
を
描
く
娯
楽
が
、
本
来
的
に
人
の
感
性

に
訴
え
か
け
る
要
素
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
物
語
は
「
武
」
を
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
る

以
上
、
武
人
や
武
官
な
ど
現
実
社
会
に
お
い
て
「
武
」
に
関
わ
る
人
々
と
、
親

和
性
の
高
い
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
明
代
後
期
に
『
三
国
志
演

義
』
や
『
水
滸
伝
』
が
書
籍
化
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
一
端
に
、
武
人
・
武
官

や
、
武
官
と
関
係
の
深
い
文
官
や
宦
官
な
ど
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
小
松
謙
氏
や
井
口
千
雪
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
に
近
似
す
る
現
象
は
、
楊
家
将
や
岳
飛
な
ど
宋
の
武
人
の
物
語
の

形
成
・
受
容
の
過
程
に
も
見
え
る
。

一
、
岳
飛
の
物
語
と
宦
官
と
絵
物
語

（
１
）
『
会
纂
宋
鄂
武
穆
王
精
忠
録
』

ま
ず
、
岳
飛
の
物
語
の
形
成
・
受
容
過
程
か
ら
見
て
み
る
と
、
『
会
纂
宋
鄂

武
穆
王
精
忠
録
』
附
図
（
以
下
『
精
忠
録
』
）
と
い
う
資
料
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
文
人
が
な
し
た
岳
飛
に
関
す
る
伝
や
詩
文
な
ど
を
絵
図
と
と
も
に
収

載
し
た
資
料
集
で
あ
る
。
た
だ
し
、
岳
飛
を
描
く
小
説
『
大
宋
中
興
通
俗
演
義
』

（
以
下
、
『
大
宋
』
）
に
、
『
精
忠
録
』
の
絵
図
と
内
容
を
踏
ま
え
た
形
跡
と
、

『
会
纂
宋
鄂
武
穆
王
精
忠
録
後
集
』
（
以
下
『
精
忠
録
後
集
』
）
と
い
う
附
録

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岳
飛
物
語
の
書
籍
化
と
深
い
繋
が
り
を
も
つ
資

料
と
し
て
白
話
文
学
の
研
究
領
域
で
着
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
）

『
精
忠
録
』
の
出
現
に
は
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
に
英
宗
が
「
北

虜
」
の
エ
セ
ン
率
い
る
オ
イ
ラ
ー
ト
軍
に
拉
致
さ
れ
た
土
木
の
変
が
関
係
し
て

い
る
。
『
精
忠
録
』
『
精
忠
録
後
集
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
件
を
き
っ

か
け
に
湯
陰
に
派
遣
さ
れ
た
徐
有
貞
（
初
名
は
徐
珵
。
一
四
〇
七
～
七
二
）
が

武人の物語と現実社会の動き
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当
地
に
岳
飛
廟
を
創
建
し
、
そ
の
行
為
を
称
揚
す
る
た
め
に
湯
陰
典
教
の
袁
純

が
『
精
忠
録
』
を
作
っ
た
と
い
う
。

（
二
）

そ
の
後
、
『
精
忠
録
』
は
岳
飛
廟
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
宦
官
に
よ
っ
て

く
り
返
し
重
刊
さ
れ
て
い
く
。
岳
飛
廟
は
湯
陰
の
他
に
、
杭
州
西
湖
の
畔
に
あ

る
こ
と
が
良
く
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
杭
州
の
岳
飛
廟
・
墓
は
、
弘
治
十
三
年
（
一

五
〇
〇
）
に
鎮
守
浙
江
太
監
の
麦
秀
に
、
正
德
五
年
（
一
五
一
〇
）
に
鎮
両
浙

太
監
の
劉
璟
に
、
正
德
十
二
年
（
一
五
一
七
）
に
浙
江
鎮
守
太
監
の
王
堂
に
よ

っ
て
、
修
繕
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
麦
秀
と
劉
璟
は
、
岳
飛
廟
・
墓
の
修
繕

と
連
動
し
て
『
精
忠
録
』
を
絵
図
付
き
で
そ
れ
ぞ
れ
重
刊
し
、
自
分
と
そ
の
周

囲
の
宦
官
た
ち
が
岳
飛
廟
・
墓
を
修
繕
し
た
こ
と
を
宣
伝
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

（
三
）

（
２
）
〔
明
内
府
〕
彩
絵
鈔
本
『
大
宋
中
興
通
俗
演
義
』

こ
の
よ
う
に
、
岳
飛
の
小
説
『
大
宋
』
の
成
立
の
一
端
に
は
、
土
木
の
変

と
い
う
現
実
の
武
事
と
宦
官
が
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
岳
飛
の

物
語
と
宦
官
の
繋
が
り
を
示
す
、
〔
明
内
府
〕
彩
絵
鈔
本
『
大
宋
中
興
通
俗
演

義
』
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
。
以
下
、
彩
絵
『
大
宋
』
）
と
い
う
資
料
が
あ
る
。

白
綿
紙
に
四
周
双
辺
手
鈔
紅
格
、
対
向
双
紅
魚
尾
、
上
下
粗
紅
口
と
い
う
内
府

鈔
本
に
特
徴
的
な
体
裁
と
、
数
十
種
類
の
色
料
で
丁
寧
に
描
か
れ
た
多
数
の
彩

色
挿
絵
を
も
つ
こ
の
資
料
は
、
他
の
明
代
内
府
制
の
彩
絵
鈔
本
と
の
比
較
検
証

か
ら
、
明
内
府
制
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
と

挿
絵
の
両
脇
に
附
さ
れ
る
対
聨
形
式
の
画
題
は
、
万
暦
前
期
の
坊
刻
本
『
大
宋
』

（
〔
金
陵
周
曰
校
〕
万
巻
楼
仁
寿
堂
刊
本
お
よ
び
建
陽
余
象
斗
双
峰
堂
覆
万
巻

楼
刊
本
）
と
一
致
し
、
挿
絵
の
構
図
も
坊
刻
本
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）

翻
っ
て
、
明
末
の
宦
官
・
劉
若
愚
（
一
五
八
四
～
？
）『
酌
中
志
』
巻
一
「
憂

危
竑
議
前
紀
」
に
は
、
万
暦
帝
の
時
代
に
宦
官
を
介
し
て
、
民
間
の
書
肆
か
ら

内
府
へ
「
小
説
」
「
出
像
」
「
曲
本
」
を
含
む
複
数
の
書
物
が
買
い
入
れ
ら
れ

（
五
）

て
い
た
、
と
の
記
述
が
残
る
。
こ
の
こ
と
と
、
『
大
宋
』
の
種
本
の
一
つ
で
あ

る
『
精
忠
録
』
が
宦
官
に
よ
っ
て
何
度
も
重
刊
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
併
せ
て
考

え
る
と
、
彩
絵
『
大
宋
』
は
、
明
内
府
で
宦
官
の
関
与
の
も
と
、
民
間
書
房
か

ら
買
い
入
れ
ら
れ
た
坊
刻
本
『
大
宋
』
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
の
が
、
彩
色
鈔
本
を
作
る
材
料
（
紙
、
筆
、
墨
、

硯
、
書
籍
他
）
と
、
宮
中
の
絵
画
制
作
を
担
当
し
て
い
た
「
画
院
」
や
画
工
を

管
理
し
て
い
た
の
が
、
宦
官
の
衙
門
で
あ
る
司
礼
監
や
御
用
監
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
画
院
」
の
画
工
に
は
、
錦
衣
衛
の
指
揮
・
鎮
撫

（
六
）

・
総
旗
な
ど
の
武
官
の
官
職
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
錦
衣
衛

（
七
）

も
宦
官
と
繋
が
り
の
深
い
組
織
で
あ
り
、
か
の
悪
名
高
い
宦
官
の
衙
門
・
東
廠

は
、
貼
刑
以
下
の
実
働
部
隊
を
錦
衣
衛
か
ら
選
抜
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
東
廠
の
外
署
の
小
庁
に
は
、
岳
飛
の
姿
を
描
い
た
軸
が
掛
け
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。

（
八
）

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彩
絵
『
大
宋
』
は
、
杭
州
の
岳
飛
廟
・
墓
の

明
代
当
時
の
様
子
を
、
視
覚
か
ら
感
性
に
働
き
か
け
つ
つ
情
報
を
伝
え
る
彩
色

絵
図
と
、
読
解
の
難
易
度
が
比
較
的
低
い
通
俗
小
説
の
叙
述
で
細
か
に
紹
介
し

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
く
り
返
し
岳
飛
廟
・

墓
の
修
繕
を
行
い
、
『
精
忠
録
』
を
刊
行
し
て
き
た
宦
官
た
ち
に
と
っ
て
、
彩

絵
『
大
宋
』
は
、
自
身
の
行
い
を
上
級
か
ら
中
・
下
級
の
識
字
層
に
ま
で
広
く
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宣
伝
す
る
う
え
で
格
好
の
道
具
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
だ

ろ
う
。

（
九
）

二
、
楊
家
将
の
物
語
と
武
人
の
宗
族
と
絵
物
語

（
１
）
〔
明
内
府
〕
彩
絵
鈔
本
『
出
像
楊
文
広
征
蛮
伝
』

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
明
内
府
で
宦
官
ら
の
関
与
の
も
と
作
ら
れ
た
と
思
し
い

武
人
の
物
語
が
あ
る
。
〔
明
内
府
〕
彩
絵
鈔
本
『
出
像
楊
文
広
征
蛮
伝
』
（
東

洋
文
庫
蔵
。
以
下
、
彩
絵
『
征
蛮
伝
』
）
と
い
う
楊
家
将
の
彩
絵
本
で
あ
る
。

こ
の
彩
絵
『
征
蛮
伝
』
も
、
彩
絵
『
大
宋
』
と
酷
似
す
る
明
内
府
鈔
本
の
体
裁

と
彩
色
絵
図
を
も
っ
て
お
り
、
全
葉
に
数
十
種
類
の
色
料
で
描
き
込
ま
れ
る
彩

絵
の
上
に
は
、
楊
文
広
・
楊
宜
娘
の
世
代
と
そ
の
次
世
代
が
南
蛮
征
伐
＝
征
南

や
西
霞
（
西
夏
）
征
伐
＝
征
西
な
ど
で
活
躍
す
る
物
語
文
が
金
字
で
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。

（
一
〇
）

彩
絵
『
征
蛮
伝
』
の
制
作
の
経
緯
を
考
え
る
上
で
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、

播
州
楊
氏
が
万
暦
年
間
に
起
こ
し
た
楊
応
龍
（
？
～
一
六
〇
〇
）
の
乱
の
顛
末

を
描
く
万
暦
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
重
刊
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
（
以

下
、
『
征
播
』
）
の
第
十
七
・
十
八
回
に
残
る
注
釈
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
楊

文
広
・
楊
宜
娘
の
南
征
物
語
を
描
く
坊
刻
本
『
征
蛮
伝
』
（
佚
）
が
、
当
時
の

民
間
書
肆
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
そ

（
一
一
）

し
て
、
彩
絵
『
征
蛮
伝
』
は
彩
絵
『
大
宋
』
と
酷
似
す
る
明
内
府
鈔
本
に
特
徴

的
な
体
裁
・
彩
絵
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
上
述
の
如
く
万
暦
帝
の
内
府
に

は
坊
刻
の
「
小
説
」
「
出
像
」
「
曲
本
」
な
ど
が
買
い
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
併
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
も
坊
刻
本
『
征
蛮
伝
』
（
佚
）
に

基
づ
い
て
明
内
府
で
宦
官
ら
の
関
与
の
も
と
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

（
一
二
）

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
播
州
楊
氏
に
つ
い
て
描
く
『
征
播
』
が
、
わ

ざ
わ
ざ
楊
家
将
の
楊
文
広
・
楊
宜
娘
ら
に
よ
る
南
征
の
物
語
に
言
及
し
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
明
代
当
時
、
播
州
楊
氏
が
楊
家
将
と
関
係
す

る
一
族
だ
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

（
２
）
播
州
楊
氏
と
楊
家
将
の
物
語

播
州
楊
氏
は
も
と
も
と
西
南
地
方
の
武
人
一
族
で
、
楊
業
ら
太
原
楊
氏
と
は

無
関
係
の
宗
族
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
元
代
に
な
る
と
、
彼
ら
は
自
己
の
宗
族
の

地
位
を
上
げ
る
べ
く
、
姚
燧
（
一
二
三
八
～
一
三
一
三
）
、
程
鉅
夫
（
一
二
四

九
～
一
三
一
八
）
、
袁
桷
（
一
二
六
六
～
一
三
二
七
）
、
柳
貫
（
一
二
七
〇
～

一
三
四
二
）
ほ
か
多
数
の
高
級
文
官
と
の
つ
き
あ
う
な
か
で
、
系
譜
を
捏
造
し

て
太
原
楊
氏
つ
ま
り
楊
家
将
の
末
裔
を
自
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
程
鉅
夫
『
雪

楼
集
』
巻
一
六
「
忠
烈
廟
碑
」
）
。

一
方
、
播
州
楊
氏
は
、
北
宋
の
時
に
「
南
蛮
」
の
儂
智
高
征
伐
に
従
軍
し

た
、
と
い
う
一
族
内
伝
承
を
も
っ
て
い
た
（
南
宋
「
楊
文
神
道
碑
」
）
。
元
の

当
時
、
宋
隆
盛
、
蛇
（
折
）
節
、
桑
柘
、
蘆
犇
な
ど
西
南
諸
族
が
起
こ
し
た
反

乱
の
討
伐
に
関
わ
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
一
族
に
伝
わ
る
儂
智
高
征
伐
で
の
戦
功

を
絵
画
化
し
、
そ
れ
に
高
級
文
人
か
ら
題
詩
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
北
宋

と
元
代
当
時
の
戦
功
を
と
も
に
喧
伝
し
よ
う
と
図
っ
た
。
柳
貫
「
黄
宗
道
『
播

州
楊
儀
娘
独
騎
図
』
」（
『
待
制
集
』
巻
六
）
や
袁
桷
「
黄
宗
道
『
播
州
楊
氏
女
』
」
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（
『
清
容
居
士
集
』
巻
四
五
）
が
そ
の
様
子
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
過
程

に
お
い
て
、
楊
家
将
の
物
語
で
活
躍
す
る
女
武
将
・
楊
宜
娘
の
祖
型
が
出
現
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
三
）

播
州
楊
氏
の
楊
家
将
を
利
用
し
た
こ
う
し
た
自
己
宣
伝
の
動
き
は
、
歴
史

上
の
太
原
楊
氏
の
楊
文
広
が
儂
智
高
征
伐
に
従
軍
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
関
係
し
て
（
『
宋
史
』
巻
二
七
二
「
楊
文
広
伝
」
）
、
そ
の
後
も
高
級

文
人
と
の
交
流
の
な
か
で
広
ま
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
柳
貫
の
門
弟
で
も
あ
る

元
末
明
初
の
宋
濂
（
一
三
一
〇
～
八
一
）
が
な
し
た
「
楊
氏
家
伝
」
（
『
翰
苑

別
集
』
巻
一
）
に
は
、
播
州
楊
氏
の
一
族
内
に
楊
文
広
と
い
う
名
の
人
物
が
い

た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
宋
濂
の
文
章
は
明
清
を
通
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
播
州
楊
氏
に
関
わ
る
記
述
が
、
歴
史
上
の
太
原
楊
氏
の
楊
文
広

の
事
跡
と
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
楊
文
広
の
南
征
物
語
の
拡
大
を
後
押
し
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
播
州
楊
氏
と
楊
家
将
の
物
語
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
―
―
①

高
級
文
人
と
の
つ
き
あ
い
の
な
か
で
、
②
系
譜
を
創
作
し
て
楊
家
将
の
末
裔
を

自
称
し
、
③
絵
画
や
詩
文
を
活
用
し
て
戦
功
を
喧
伝
し
、
④
結
果
、
楊
家
将
の

通
俗
文
芸
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
、
―
―
と
い
う
構
図
が
見
て
取
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
酷
似
す
る
構
図
は
、
明
の
武
人
一
族
・
六
合
楊

氏
の
動
き
の
中
に
も
見
え
る
。

（
３
）
明
の
六
合
楊
氏
と
楊
家
将
の
物
語

播
州
楊
氏
と
楊
家
将
物
語
の
関
係
は
、
王
世
貞
（
一
五
二
六
～
九
〇
）
『
宛

委
餘
篇
』
巻
六
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
王
世
貞
は
、
市
巷
で
楊
文
広

が
南
征
し
て
「
陥
」
っ
た
と
の
デ
タ
ラ
メ
な
「
俚
歌
」
が
唱
わ
れ
て
い
る
の
は
、

播
州
楊
氏
の
存
在
が
関
係
し
て
い
る
と
ほ
の
め
か
す
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
に
続
け
て
、
明
の
楊
洪
、
楊
俊
、
楊
信
、
楊
能
ら
一
族
を
、
楊
業
ら
に
附

会
し
て
「
楊
家
将
」
と
称
す
る
の
は
論
ず
る
に
足
り
な
い
、
と
喝
破
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
王
世
貞
が
風
説
を
論
難
す
る
こ
の
楊
洪
（
一
三
八
一
～
一
四
五

（
一
四
）

一
）
ら
こ
そ
が
、
六
合
楊
氏
で
あ
る
。

六
合
楊
氏
は
、
土
木
の
変
で
の
対
応
を
景
泰
朝
よ
り
顕
彰
さ
れ
た
楊
洪
の

時
代
か
ら
、
高
位
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
武
人
一
族
で
あ
る
。
一
族
で
辺
境
守

備
に
功
を
挙
げ
た
彼
ら
は
、
楊
洪
が
昌
平
侯
と
な
り
死
後
に
穎
国
公
を
追
贈
さ

れ
た
の
を
は
じ
め
、
息
子
の
楊
俊
（
？
～
一
四
六
四
）
が
昌
平
侯
を
襲
爵
し
、

甥
の
楊
能
（
？
～
一
四
六
〇
）
は
武
強
伯
に
、
甥
の
楊
信
（
？
～
一
四
七
七
）

は
彰
武
伯
を
賜
わ
る
な
ど
、
「
洪
父
子
兄
弟
皆
佩
將
印
，
一
門
三
侯
伯
（
楊
洪

ら
父
子
兄
弟
は
皆
な
将
印
を
佩
び
、
一
門
は
三
侯
伯
と
な
っ
た
）
」
（
『
明
史
』

「
楊
洪
伝
」
）
と
の
栄
達
を
得
た
。

か
く
て
武
事
に
ま
つ
わ
る
功
績
と
と
も
に
名
声
を
得
た
六
合
楊
氏
で
あ
る

が
、
一
方
で
、
楊
洪
が
文
学
を
好
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
于
謙
（
一
三

（
一
五
）

九
八
～
一
四
五
七
）
、
陳
循
（
一
三
八
五
～
一
四
六
二
）
、
楊
栄
（
一
三
七
一

～
一
四
四
〇
）
、
王
直
（
一
三
七
九
～
一
四
六
二
）
ほ
か
多
数
の
高
級
文
人
と

交
流
が
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
彼
ら
は
播
州
楊
氏
が
創
作
し
た
系
譜
を
利
用

し
て
楊
家
将
の
末
裔
を
自
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
絵
図
・
題
詩
や
文
な
ど
を
高

級
文
人
に
作
成
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
ら
の
戦
功
を
喧
伝
し
た
。

例
え
ば
、
楊
洪
の
息
子
・
楊
俊
は
、
父
の
死
に
際
し
て
文
淵
閣
大
学
士
で
戸

部
尚
書
の
陳
循
に
神
道
碑
の
作
成
を
依
頼
し
、
六
合
楊
氏
が
播
州
楊
氏
を
経
由

し
た
太
原
楊
氏
（
す
な
わ
ち
楊
家
将
）
の
末
裔
で
あ
る
と
の
系
譜
を
記
し
て
も

ら
っ
て
い
る
（
『
芳
洲
文
集
』
巻
七
の
楊
洪
神
道
碑
銘
）
。
こ
の
陳
循
は
、
土
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木
の
変
後
に
景
泰
帝
の
即
位
詔
を
起
草
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
楊
洪
の

死
に
際
し
て
は
、
武
功
を
顕
彰
す
べ
く
肖
像
画
も
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
画
賛

を
書
い
た
の
は
、
土
木
の
変
後
に
景
泰
帝
の
即
位
を
実
現
さ
せ
た
兵
部
尚
書
の

于
謙
で
あ
っ
た
。
于
謙
の
賛
で
は
、
楊
洪
の
将
帥
と
し
て
の
資
質
が
関
羽
や
張

飛
な
ど
に
擬
え
ら
れ
な
が
ら
称
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
六
）

さ
ら
に
、
楊
洪
に
次
い
で
名
が
知
ら
れ
て
い
た
甥
の
楊
信
も
、
そ
の
武
功
を

絵
画
（
佚
）
と
題
詩
で
喧
伝
し
て
い
る
。
絵
画
（
佚
）
に
附
さ
れ
る
題
詩
「
凱

還
図
為
総
兵
官
彰
武
伯
楊
公
題
」
（
『
襄
毅
文
集
』
巻
二
）
を
な
し
た
の
は
、

楊
信
が
鎮
大
同
と
な
っ
た
天
順
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
大
同
の
巡
撫
と
な
っ
た

韓
雍
（
一
四
二
二
～
七
八
）
で
あ
り
、
韓
雍
は
陳
循
と
も
繋
が
り
を
も
つ
人
物

で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
韓
雍
が
詩
中
で
、
楊
信
が
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
で
挙

げ
た
武
功
を
「
…
西
夏
爲
奸
驕
，
將
軍
往
節
度
…
（
…
西
夏
は
邪
に
も
軍
馬
を

起
こ
し
、
楊
将
軍
は
抑
え
に
向
か
っ
た
、
…
）
」
と
、
西
夏
征
伐
（
征
西
）
に

擬
え
な
が
ら
称
揚
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
の
当
時
に
存
在
し
な
い
西
夏
を

引
き
合
い
に
出
し
て
の
武
功
の
称
揚
は
、
楊
家
将
の
西
夏
征
伐
物
語
（
征
西
物

語
）
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
、
六
合
楊
氏
の
楊
家
将
の
物
語
を
利
用
し
た
自
己
宣
伝
と
い
う

現
実
社
会
で
の
動
き
は
、
さ
ら
に
環
流
し
て
虚
構
の
通
俗
文
芸
の
形
成
に
影
響

を
与
え
て
い
た
。〔
明
万
暦
年
間
？
〕『
于
少
保
萃
忠
伝
』（
以
下
、『
于
少
保
』
）

十
巻
七
十
回
は
于
謙
の
事
跡
を
小
説
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
土
木
の
変
が
語

ら
れ
る
第
二
十
九
回
「
楊
俊
力
抜
千
年
樁
、
于
公
銃
打
万
胡
人
」
で
は
、
六
合

楊
氏
が
明
の
「
楊
家
将
」
と
称
さ
れ
活
躍
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

の
回
で
は
ま
ず
、
宦
官
の
喜
寧
の
捕
縛
を
于
謙
が
楊
俊
に
託
す
場
面
が

描
か
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
尋
思
要
擒
毒
賊
喜
寧
，
除
是
楊
家
将
楊
俊
方
可
（
思

う
に
、
毒
賊
の
喜
寧
を
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
楊
家
将
の
楊
俊
を
お
い
て
他
は
な

い
だ
ろ
う
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
楊
俊
が
楊
家
将
と
称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

こ
れ
に
続
け
て
、
楊
洪
・
楊
俊
親
子
の
武
力
を
示
す
英
雄
譚
が
複
数
描
か
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
英
雄
譚
の
な
か
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
兵
（
韃
子
）
に
「
楊
家
将
軍
」

と
畏
れ
ら
れ
る
楊
俊
が
、
「
李
陵
台
」
に
漢
代
以
来
さ
さ
り
続
け
る
「
鉄
樁
」

を
抜
く
こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
兵
を
帰
服
さ
せ
る
筋
書
き
も
見
え
る
。
「
李
陵
台
」

は
、
楊
業
が
「
李
陵
碑
」
に
頭
を
ぶ
つ
け
て
自
死
す
る
『
北
宋
志
伝
』
『
楊
家

府
演
義
』
と
い
っ
た
楊
家
将
小
説
の
話
を
想
起
さ
せ
る
象
徴
的
な
名
前
で
あ
り
、

ま
た
、
『
于
少
保
』
で
は
楊
俊
が
く
り
返
し
「
楊
家
将
」
「
楊
家
将
軍
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
現
実
社
会
で
楊
家
将
の
物
語
を

利
用
し
つ
つ
楊
家
将
の
末
裔
を
自
称
し
て
い
た
六
合
楊
氏
の
姿
は
、
や
は
り
楊

家
将
の
物
語
と
関
わ
り
な
が
ら
虚
構
の
通
俗
文
芸
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
指

摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
六
合
楊
氏
と
楊
家
将
の
物
語
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
―
―
①

高
級
文
官
と
の
つ
き
あ
い
の
な
か
で
、
②
系
譜
を
創
作
し
て
楊
家
将
の
末
裔
を

自
称
し
、
③
絵
画
・
詩
文
お
よ
び
物
語
を
活
用
し
て
戦
功
を
喧
伝
、
④
結
果
、

そ
の
形
象
が
明
の
「
楊
家
将
」
と
し
て
通
俗
文
芸
の
反
映
さ
れ
る
―
―
と
い
う

構
図
が
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
構
図
は
、
播
州
楊
氏
と
楊
家
将
の
物
語
の

関
係
に
見
え
た
も
の
と
、
ま
さ
に
酷
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
代
州
楊
氏
と
楊
家
将
の
物
語

播
州
楊
氏
と
六
合
楊
氏
と
い
う
武
人
一
族
と
、
虚
構
の
物
語
の
間
で
生
じ
た

環
流
の
関
係
は
、
山
西
の
代
州
楊
氏
と
い
う
明
後
期
の
宗
族
の
社
会
的
な
動
き
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に
も
影
響
を
与
え
た
。
嘉
靖
年
間
ご
ろ
、
山
西
の
代
州
楊
氏
は
、
播
州
楊
氏
お

（
一
七
）

よ
び
六
合
楊
氏
の
系
譜
と
、
当
時
流
行
し
て
い
た
楊
家
将
の
戯
劇
な
ど
通
俗
文

芸
の
登
場
人
物
の
系
譜
を
利
用
し
て
、
自
己
の
系
譜
を
創
作
し
宗
族
を
拡
大
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
は
、
一
つ
に
は
嘉
靖
年
間
に
生
じ
た
宗
族
の
拡
大

化
の
動
き
が
関
係
し
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
に
は
、
彼
ら
が
居
住
し
て
い
た
代

（
一
八
）

州
と
い
う
地
域
が
、
当
時
入
寇
を
繰
り
返
し
て
い
た
「
北
虜
」
ア
ル
タ
ン
の
侵

入
経
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
嘉
靖
二
十
一
年
の
大
侵
入
の

（
一
九
）

際
に
は
「
男
女
二
十
餘
萬
」
が
殺
戮
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
の
ア
ル
タ
ン

の
入
寇
は
、
代
州
楊
氏
に
と
っ
て
み
れ
ば
紛
れ
も
な
く
厄
災
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
彼
ら
は
、
「
北
方
の
敵
」
を
打
ち
破
っ
た
「
楊
家
将
」
と
い
う
成
分
を
自

己
の
系
譜
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
北
方
の
脅
威
か
ら
自
ら
を
守
っ
て
く
れ
る
心

理
的
支
柱
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
代
州
楊
氏
は
、
播
州
・
六
合
の
両
楊
氏
の
系
譜
と

楊
家
将
の
戯
劇
の
系
譜
を
併
せ
て
自
己
の
内
部
に
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
現
象
は
、
播
州
・
六
合
の
両
系
譜
が
嘉
靖
当
時
に
す
で
に
通
俗
文
学

と
か
な
り
融
合
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
王
世
貞
が
、
楊
文

広
南
征
の
物
語
と
播
州
楊
氏
の
系
譜
の
関
係
を
説
明
し
、
こ
れ
に
続
け
て
六
合

楊
氏
を
楊
家
将
と
見
な
す
風
潮
の
存
在
を
論
難
し
た
こ
と
も
、
こ
の
可
能
性
を

裏
付
け
て
い
よ
う
。

三
、
絵
画
と
詩
文
と
「
武
」
の
物
語

こ
の
よ
う
に
、
播
州
楊
氏
・
六
合
楊
氏
と
い
う
実
在
の
武
人
一
族
の
社
会
的

な
動
き
と
、
楊
家
将
の
物
語
と
い
う
虚
構
の
通
俗
文
芸
は
、
相
互
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
拡
大
し
て
い
き
、
さ
ら
に
ま
た
別
の
代
州
楊
氏
と
い
う
実

在
の
宗
族
の
社
会
的
な
動
き
に
、
恐
ら
く
虚
実
の
皮
膜
が
曖
昧
な
ま
ま
、
影
響

を
与
え
て
い
た
。

興
味
深
い
の
は
、
播
州
・
六
合
楊
氏
が
通
俗
文
芸
に
も
影
響
を
与
え
た
自
己

宣
伝
を
行
う
際
、
視
覚
伝
達
力
に
優
れ
た
絵
画
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
詩
文
を

積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
絵
画
と
詩
文
の

組
み
合
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
成
化
説
唱
詞
話
と
い
っ
た
絵
入
の
説
唱
系

文
芸
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
楊
家
将
の
物
語
と
絵
図
や
説
唱
の
繋
が
り
を
示
す
資
料
は
複
数

あ
る
。
例
え
ば
、
葉
盛
（
一
四
二
〇
～
七
四
）
『
水
東
日
記
』
巻
二
一
「
小
説

戯
文
」
は
、
成
化
の
当
時
「
楊
六
使
文
広
」
の
絵
入
り
の
「
小
説
雑
書
」
が
南

方
の
書
肆
で
販
売
さ
れ
、
「
農
、
工
、
商
販
」
は
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
ら
の
絵
図
を

抄
写
し
、
と
く
に
「
痴
呆
婦
女
」
が
こ
れ
を
好
ん
で
い
た
の
で
、
「
女
通
鑑
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
の
記
録
を
残
す
。

ま
た
、
一
部
に
挿
絵
が
残
る
説
唱
文
芸
の
成
化
説
唱
詞
話
に
は
、
楊
文
広
の

征
南
に
つ
い
て
の
言
及
が
複
数
み
え
る
。
例
え
ば
、
成
化
説
唱
詞
話
『
張
文
貴

伝
』
で
は
、
「
武
官
好
个
楊
文
廣
，
正
是
擎
天
柱
一
根
。
収
了
九
溪
十
八
洞
，

滅
得
蠻
家
化
作
塵
。
（
武
官
は
あ
っ
ぱ
れ
楊
文
広
、
正
し
く
支
え
の
擎
天
柱
。

南
蛮
の
九
渓
十
八
洞
を
収
め
、
蛮
族
を
塵
の
ご
と
く
滅
ぼ
し
た
）
と
唱
っ
て
い

る
。
楊
文
広
征
南
へ
の
言
及
は
成
化
説
唱
詞
話
の
『
仁
宗
認
母
伝
』
、
『
包
龍

図
断
曹
国
舅
伝
』
に
も
見
え
、
説
唱
系
の
文
芸
で
こ
の
題
材
が
好
ま
れ
て
い
た

だ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
末
の
劉
夏
（
一
三
一
四
～
七

〇
）
が
至
元
二
十
七
年
（
一
三
六
七
）
に
献
策
し
た
文
で
、
民
間
で
行
わ
れ
る

楊
文
広
や
花
関
索
の
詞
話
・
艶
曲
を
禁
絶
す
べ
き
だ
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
見
て
取
れ
る
（
『
劉
尚
賓
文
続
集
』
巻
四
「
陳
言
時
事
五
十
条
」
）
。
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こ
う
し
た
状
況
が
元
明
を
通
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
播
州
楊
氏
の
自
己

宣
伝
の
結
果
が
、
遠
く
は
絵
入
り
文
芸
や
説
唱
文
芸
な
ど
に
一
部
姿
を
変
え
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
な
ら
ば
、
播
州
楊
氏
や
六
合
楊
氏
が
自
己
宣
伝

に
用
い
た
絵
画
と
詩
文
自
体
も
、
そ
の
韻
文
を
詠
ず
れ
ば
、
絵
入
り
の
説
唱
文

芸
の
よ
う
な
も
の
と
な
り
得
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
楊
信
の
武
功
を
称
え
る
韓
雍
「
凱
還
図
為
総
兵
官
彰
武
伯
楊
公
題
」
の
冒

頭
で
は
、楊

將
軍
不
易
得
，
虎
頭
燕
頷
脩
髯
黒
，
河
目
龜
文
神
氣
赤
，
三
光
五
岳

儲
精
華
，
生
與
皇
家
爲
柱
石
，
少
事
世
父
潁
國
武
襄
公
，
六
韜
三
略
皆
精

通
，
手
提
百
斤
武
庫
㦸
，
臂
挽
三
石
烏
號
弓
，
…

楊
将
軍
は
得
が
た
き
人
物
、
虎
の
頭
に
燕
の

頷

蓄
え
る
髯
は
黒
く
、

お
と
が
い

ひ
げ

平
ら
く
長
き

目

に
亀
甲
紋
の
足
も
ち
神
気
は
赤
い
、
三
光
五
岳
精
華
を

ま
な
こ

湛
え
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
皇
家
の
柱
石
、
若
き
こ
ろ
よ
り
大
伯
父
穎
国
武

襄
公
に
つ
か
え
、
六
韜
三
略
み
な
精
通
す
、
手
に
提
げ
る
は
百
斤
の
武
庫

戟
、

腕

に
引
く
は
三
石
の
烏
号
弓
、
…

か
い
な

と
、
説
唱
や
白
話
文
学
に
も
似
た
武
人
の
描
写
が
な
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
絵
画
に
詩
文
を
組
み
合
わ
せ
た
武
人
た
ち
の
宣
伝
手
法
が
、
物

語
化
に
繋
が
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
う
し
た
形

式
な
ら
ば
、
文
字
の
あ
ま
り
読
め
な
い
中
・
下
級
の
識
字
層
や
、
非
識
字
層
に

も
、
彼
ら
の
武
功
を
感
性
に
訴
え
な
が
ら
効
率
的
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
推
論
に
妥
当
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
通
俗
文
芸
に
絵
画

を
組
み
合
わ
せ
た
彩
絵
『
大
宋
』
や
彩
絵
『
征
蛮
伝
』
が
、
宦
官
た
ち
の
自
己

宣
伝
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
と
地
続
き
の
現
象
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
宋
の
武
人
や
武
事
を
題
材
と
す
る
楊
家
将
や
岳
飛
の
物
語
の

形
成
・
受
容
の
過
程
に
は
、
実
在
の
武
人
・
武
官
と
、
そ
の
周
辺
の
文
官
、
そ

し
て
宦
官
が
関
与
し
て
い
た
形
跡
が
複
数
見
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
関
与
の
仕

方
は
、
儂
智
高
の
乱
、
西
南
諸
族
の
反
乱
、
土
木
の
変
、
「
北
虜
」
の
侵
入
と

い
っ
た
各
時
代
の
現
実
社
会
で
生
じ
た
武
事
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

地
位
の
上
昇
や
宗
族
の
保
存
の
た
め
に
武
事
に
関
わ
る
功
績
を
宣
伝
す
る
と
い

う
、
武
人
や
宦
官
た
ち
の
現
実
に
お
け
る
動
き
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
ら
ば
、
こ
う
し
た
過
程
の
な
か
で
形
成
・
受
容
さ
れ
て
き
た
「
武
」
の
物
語

に
は
、
武
人
や
宦
官
な
ど
、
こ
れ
ま
で
文
字
の
世
界
に
表
出
す
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
人
々
の
視
点
や
声
が
か
な
り
反
映
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
「
武
」
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
読
み
解
く
に
は
、
従

来
の
文
学
の
担
い
手
で
あ
っ
た
知
識
人
男
性
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
現
実
社
会

に
お
い
て
「
武
」
に
関
わ
っ
て
き
た
武
人
・
武
官
や
、
そ
の
結
節
点
に
姿
を
み

せ
る
宦
官
な
ど
の
視
点
を
充
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

《

注

》

（
一
）
石
昌
渝
「
朝
鮮
古
銅
活
字
本
《
精
忠
録
》
與
嘉
靖
本
《
大
宋
中
興
通
俗
演
義
》
」

（
『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
二
、
一
九
九
八
年
三
月
）
、
大
塚
秀
高
「
歴
史
演
義
小
説

の
図
像
の
淵
源
」
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
養
学
部
）
』
四
七
（
二
）
、
二
〇
一
二
年

三
月
）
、
涂
秀
虹
『
精
忠
録
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
所
収
「
前
言
」
。

（
二
）『
精
忠
録
』
鮮
銅
活
字
本
及
び
『
大
宋
』
附
『
精
忠
録
後
集
』
所
収
の
徐
有
貞
「
湯

陰
鄂
王
廟
記
」
。

（
三
）
『
精
忠
録
』
及
び
『
精
忠
録
後
集
』
所
収
の
陳
銓
「
重
刊
精
忠
録
序
」
、
同
所
収
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報告 三

の
屠
滽
「
重
修
賜
忠
烈
廟
記
」
、
『
精
忠
録
後
集
』
所
収
の
李
春
芳
「
重
刊
精
忠
録

後
序
」
及
び
王
華
「
重
修
敕
賜
忠
烈
廟
記
」
。

（
四
）
上
原
究
一
「
『
大
宋
中
興
演
義
』
と
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
王
少
淮
双
面
連
式
挿
絵

本
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
中
国
古
典
文
学
挿
画
集
成
（
十
）
小
説
集
〔
四
〕
』
、
遊
子
館
、

二
〇
一
七
）
、
松
浦
智
子
「
明
代
内
府
で
受
容
さ
れ
た
宋
の
武
人
の
絵
物
語
―
と
く

に
岳
飛
の
物
語
か
ら
」
（
『
宋
代
資
料
へ
の
回
帰
と
展
開
（
仮
）
』
、
汲
古
書
院
、
二

〇
一
九
年
九
月
刊
行
予
定
）
。

（
五
）
普
及
本
で
あ
る
清
道
光
二
十
五
年
刻
『
海
山
僊
館
叢
書
』
所
収
の
『
酌
中
志
』

二
十
四
巻
本
は
「
出
像
」
の
語
を
「
畫
像
」
に
作
る
。
本
稿
が
記
し
た
「
出
像
」

の
語
は
、
清
康
煕
内
府
鈔
本
『
酌
中
志
略
』
二
十
二
巻
（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
『
酌
中
志
』
巻
一
六
「
内
府
衙
門
職
掌
」
「
司
礼
監
」
及
び
「
御
用
監
」
。

（
七
）
板
倉
聖
哲
「
明
代
絵
画
の
構
図
」
（
『
故
宮
博
物
院
④
明
の
絵
画
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

一
九
九
八
）
、
趙
晶
『
明
代
画
院
研
究
』
（
浙
江
大
学
出
版
、
二
〇
一
四
）
他
。

（
八
）
『
酌
中
志
』
巻
一
六
「
内
府
衙
門
職
掌
」
「
東
廠
」
。

（
九
）
前
掲
（
四
）
の
松
浦
論
文
参
照
。

（
一
〇

）
松
浦
「
東
洋
文
庫
蔵
『
出
像
楊
文
広
征
蛮
伝
』
に
つ
い
て
」
（
『
稲
畑
耕
一
郎
教

授
退
休
記
念
論
集
・
中
国
古
籍
文
化
研
究
』
下
巻
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
八
）
。

（
一
一

）
柳
州
城
。
宋
楊
文
廣
征
蠻
、
曾
陥
入
此
城
、
後
得
妹
宜
娘
用
計
救
出
。
此
載
『
征

蠻
傳
』
。

（
一
二

）
詳
細
は
、
前
掲
（
四
）
松
浦
論
文
参
照
。

（
一
三

）
松
浦
「
楊
門
女
将
「
宜
娘
」
考
―
楊
家
将
故
事
と
播
州
楊
氏
」
（
『
東
方
学
』
一

二
一
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
。

（
一
四

）
本
朝
楊
武
襄
洪
、
子
俊
、
從
子
信
、
能
，
俱
有
威
名
。
故
人
以
附
會
業
、
延
昭

輩
，
稱
楊
家
將
，
却
不
足
論
。

（
一
五

）
『
明
史
』
「
楊
洪
伝
」
：
「
…
（
楊
洪
）
又
頗
好
文
學
，
嘗
請
建
學
宣
府
，
教
諸
将

子
弟
子
。
…
」
。
た
だ
し
、
楊
洪
と
同
世
代
の
文
人
と
の
つ
き
あ
い
は
、
土
木
の
変

と
景
泰
帝
の
即
位
に
際
し
て
の
対
応
か
ら
生
じ
た
側
面
の
方
が
強
そ
う
で
あ
る
。

（
一
六

）『
忠
肅
集
』
巻
一
二
「
潁
國
武
襄
公
楊
洪
畫
像
贊
」
：
「
…
知
其
内
者
以
爲
孫
、
呉
、

管
、
樂
，
識
其
外
者
以
爲
衛
、
霍
、
關
、
張
，
…
」

（
一
七

）
以
下
、
代
州
楊
氏
と
楊
家
将
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
浦
「
楊
家
将
の
系
譜
と

石
碑
―
楊
家
将
故
事
発
展
と
の
関
わ
り
か
ら
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
三
、
二

〇
一
一
年
十
月
）
を
参
照
。

（
一
八

）
井
上
徹
『
中
国
の
宗
族
と
国
家
の
礼
制
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
第
四
章
「
夏

言
の
提
案
―
明
代
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
家
廟
制
度
改
革
」
、
臼
井
佐
知
子
「
明
代
徽

州
に
お
け
る
族
譜
の
編
纂
―
宗
族
の
拡
大
組
織
化
の
様
相
」（
『
宋
―
明
宗
族
研
究
』
、

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
）
。

（
一
九

）
『
明
世
宗
実
録
』
巻
二
三
六
、
同
二
六
四
、
『
明
史
』
巻
三
二
七
「
韃
靼
傳
」
。


